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            〇 〇 五 三 　 柳 生 流 の 抜 出 し を 見 習 ふ に 及 ば ぬ

            
鍋 島 の 刀 は 落 差
          

        


        
          
            〇 〇 五 四 　 鍋 島 光 茂

            
綱 茂 父 子 元 旦 の 御 目 見 に

            
小 姓 不 覺 の 一 言
          

        


        
          
            〇 〇 五 五 　 打 返 し は 踏 懸 け て 切 殺 さ る ゝ 迄

            
赤 穂 義 士 の 敵 討 ち は 延 び 延 び
          

        


        
          
            〇 〇 五 六 　 逼 迫 に さ へ あ れ ば 疵 は 附 か ぬ

            
富 貴 に な り た が る が 心 が 疵
          

        


        
          
            〇 〇 五 七 　 人 前 で 高 言 を 吐 く な

            


            
侍 た る 者 は 先 づ 禮 儀 正 し き こ そ 美 し き け れ

            

          

        


        
          
            〇 〇 五 八 　 忠 孝 に 背 き た る 者 は 置 所 な し

            
親 の 氣 に 入 る 様 に と 氏 神 に 祈 れ
          

        


        
          
            〇 〇 五 九 　 一 家 を 立 つ る な

            
常 に 我 が 非 を 知 つ て 修 行 す る 所 に 道 は あ る
          

        


        
          
            〇 〇 六 〇 　 山 本 神 右 衛 門 の 敎 訓

            
一 方 見 れ ば 八 方 見 る

            
其 他 の 條 々
          

        


        
          
            〇 〇 六 一 　 活 き た 面 は 正 念 の と き

            
萬 事 を な す 内 に 胸 に 一 つ 出 來 る 物 が あ る
          

        


        
          
            〇 〇 六 二 　 寄 親 組 子 は 親 子 同 然

            
寄 親 を 離 れ て は 出 世 も 思 は ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 六 三 　 武 士 の 身 嗜 は 伊 達 や 風 流 の 爲 で な く

            
常 住 討 死 の 覺 悟 か ら
          

        


        
          
            〇 〇 六 四 　 石 田 一 鼎 の 教 訓

            
人 の よ き 事 計 り を 選 び 立 て ゝ 手 本 に せ よ

            

          

        


        
          
            〇 〇 六 五 　 大 事 の 手 紙 書 附 は 途 中 も 手 に 握 つ て 行 き

            
直 ぐ に 渡 せ
          

        


        
          
            〇 〇 六 六 　 二 六 時 中 主 君 の 午 前 に 居 る と 思 へ

            
休 息 の 間 も う か う か す る な
          

        


        
          
            〇 〇 六 七 　 堪 忍 が 第 一

            
但 し こ ゞ ぞ と 思 ふ 時 は 手 早 く た る み な き 様 に
          

        


        
          
            〇 〇 六 八 　 酒 は 先 づ 我 が 分 量 を 覺 え 飲 過 ぎ ぬ 様 に

            
酒 座 で は 氣 を 抜 か す な
          

        


        
          
            〇 〇 六 九 　 身 の 分 際 に 過 ぎ た 事 を す る 者 は

            
遂 に は 逃 亡 も す る [image: ]

            

          

        


        
          
            〇 〇 七 〇 　 骨 を 折 つ て 藝 者 に な る の は 惜 し い

            
多 能 な る 者 は 下 劣 に 見 え る
          

        


        
          
            〇 〇 七 一 　 役 を 仰 付 け ら れ て も 慢 心 す る な

            
浮 氣 で ゐ る と 仕 損 じ が あ る
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 七 二 　 學 問 に は 過 失 が 出 來 る

            
一 行 ひ を 見 て も 我 が 非 を 知 る 爲 に せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 七 三 　 武 士 は 何 時 も 勇 み 進 み て 物 に 勝 ち 浮 ぶ 心 が な い と 用 に 立 た ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 七 四 　 隠 岐 國 よ り 還 幸 の 時

            
後 醍 醐 天 皇 の 勅 諚 と 楠 木 正 成 の 奉 答
          

        


        
          
            〇 〇 七 五 　 駈 落 者 追 手 氣 轉 の 挨 拶

            
朋 輩 を 待 ち 兼 ね 麁 相 仕 り 候

            

          

        


        
          
            〇 〇 七 六 　 大 詮 議 の 時 頭 取 を 討 果 す べ き 覺 悟 で

            
其 の 理 由 を 表 明 す
          

        


        
          
            〇 〇 七 七 　 役 所 な ど で は 取 込 み の 時 ほ ど 静 か に す る の が 侍 の 作 法
          

        


        
          
            〇 〇 七 八 　 貰 ひ 物 も 度 重 な れ ば 無 心 に な る

            
人 に 用 を い は ぬ が よ い
          

        


        
          
            〇 〇 七 九 　 俄 雨 も 初 か ら 思 ひ は ま つ て 濡 れ る 心 に 苦 し み が な い
          

        


        
          
            〇 〇 八 〇 　 萬 づ の 藝 能 も 武 道 奉 公 の 爲 に す れ ば 用 に 立 つ

            
藝 好 き に な る な
          

        


        
          
            〇 〇 八 一 　 内 で 廣 言 を 吐 き な が ら 事 に 臨 ん で 違 背 す る 者 が 多 い
          

        


        
          
            〇 〇 八 二 　 弟 子 を 取 り た け れ ば 毎 日 竹 刀 を 手 馴 ら す 事 一 事 三 昧
          

        


        
          
            〇 〇 八 三 　 武 士 は 平 生 に も 人 に 乗 越 え た る 心 で な く て は な ら ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 八 四 　 取 手 は 下 に な る と 負 け る は じ め に 勝 つ が 始 終 の 勝 ち
          

        


        
          
            〇 〇 八 五 　 子 の 育 て 様

            
幼 な 子 は だ ま さ ず 怖 氣 附 か せ ず 強 く 叱 ら ず に
          

        


        
          
            〇 〇 八 六 　 人 に 會 は ゞ 片 時 も 氣 の 脱 け ぬ 様 に

            
平 生 の 覺 悟 が 大 事
          

        


        
          
            〇 〇 八 七 　 無 實 の 切 腹 仰 付 け ら れ て も

            
一 人 勇 み 進 む こ そ 御 譜 代 の 家 來
          

        


        
          
            〇 〇 八 八 　 藝 あ る 者 は 鍋 島 侍 で は な い

            
藝 能 の 害 を 知 れ ば 諸 藝 も 用 に 立 つ
          

        


        
          
            〇 〇 八 九 　 風 體 は 鏡 を 見 て 直 せ

            
口 上 の 稽 古 は 家 庭 の 物 言

            
手 紙 は 案 文
          

        


        
          
            〇 〇 九 〇 　 過 つ て 改 む る に 憚 る な か れ

            
猶 豫 な く 改 む れ ば 誤 忽 ち 滅 す
          

        


        
          
            〇 〇 九 一 　 手 跡 も 堅 く な ら ぬ や う に

            
此 の 上 に 格 を 離 れ た 姿 が あ る
          

        


        
          
            〇 〇 九 二 　 奉 公 人 の 打 留 は 浪 人 か 切 腹 に 極 り た る と 覺 悟 せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 九 三 　 役 儀 を 危 ぶ む 者 は す く た れ

            
身 に 備 え れ ば 仕 損 ず る 事 も あ る
          

        


        
          
            〇 〇 九 四 　 人 の 病 気 や 難 儀 の 時 大 方 に す る 者 は 腰 抜

            
不 仕 合 せ に は 一 層 親 切 に
          

        


        
          
            〇 〇 九 五 　 盛 衰 は 天 然 の 事

            
善 悪 は 人 の 道

            
さ れ ど 教 訓 は 此 の 外
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 九 六 　 山 本 前 神 右 衛 門

            
不 行 跡 の 召 使 を も 歳 暮 ま で 暇 を 出 さ ず に 使 ふ
          

        


        
          
            〇 〇 九 七 　 鍋 島 次 郎 右 衛 門 切 腹 に 四 段 の 意 見

            
先 ず 外 聞 が 第 一
          

        


        
          
            〇 〇 九 八 　 侍 の 一 言 金 鐵 よ り も 堅 い

            
と 諸 岡 彦 右 衛 門

            
主 君 に 神 文 を 拒 む
          

        


        
          
            〇 〇 九 九 　 中 野 將 監 切 腹 介 錯 の 時

            
御 目 付 石 井 三 郎 太 夫 見 事 の 仕 儀
          

        


        
          
            〇 一 〇 〇 　 山 村 造 酒 切 腹 一 通 り の 事

            
預 り 物 御 改 　 番 付 其 の 外
          

        


        
          
            〇 一 〇 一 　 お 抱 者 に は 心 得 が 要 る

            
御 譜 代 の 者 は 主 君 の 御 爲 を 思 ふ
          

        


        
          
            〇 一 〇 二 　 何 事 に も 願 ひ さ へ す れ ば 願 ひ 出 す も の

            
松 茸 も 檜 も 願 力
          

        


        
          
            〇 一 〇 三 　 人 相 を 見 る は 大 將 の 専 要

            
正 成 湊 川 一 巻 の 書 は 眼 ば か り
          

        


        
          
            〇 一 〇 四 　 物 に 迷 ふ な

            
天 變 地 異 に 迷 ふ 心 か ら 自 然 悪 事 も 出 來 て 來 る
          

        


        
          
            〇 一 〇 五 　 張 良 と 黄 石 公

            
源 義 經 の 故 事 も 兵 法 一 流 を 創 め る た め
          

        


        
          
            〇 一 〇 六 　 御 仕 組 二 番 立 に は 不 承 服

            
そ れ が 不 届 な ら 切 腹 も 幸
          

        


        
          
            〇 一 〇 七 　 山 本 常 朝

            
利 發 の 顔 附 を 直 す 爲 一 年 間 引 籠 り

            
常 に 鏡 を 見 て 直 す
          

        


        
          
            〇 一 〇 八 　 火 急 の 場 合 に 分 別 の 仕 様 は 四 請 願 に 押 當 て ゝ 見 る こ と
          

        


        
          
            〇 一 〇 九 　 目 付 役 は 上 に 目 を 付 け よ

            
下 々 の 悪 事 摘 發 は 却 つ て 害 に な る
          

        


        
          
            〇 一 一 〇 　 諌 言 は 外 に 知 れ ぬ 様 に

            
主 人 の 非 を 顯 す 諫 言 は わ る い
          

        


        
          
            〇 一 一 一 　 勘 定 者 は す く た る ゝ も の

            
死 ぬ 事 を 好 か ぬ 故 す く た る ゝ も の
          

        


        
          
            〇 一 一 二 　 追 腹 御 停 止 は 残 念

            
御 慈 悲 過 ぎ て は 奉 公 人 の 爲 に な ら ぬ
          

        


        
          
            〇 一 一 三 　 武 士 道 は 死 狂 ひ

            
分 別 が 出 來 る と 早 後 れ る

            
忠 孝 も 此 の 内
          

        


        
          
            〇 一 一 四 　 志 田 吉 之 介 が 言 葉 の 裏

            
残 ら ぬ 場 な ら 生 き た が が ま し

            

          

        


        
          
            〇 一 一 五 　 大 難 大 變 に 逢 う て 動 轉 せ ぬ は い ま だ し

            
歡 喜 踊 躍 し て 勇 み 進 め
          

        


        
          
            〇 一 一 六 　 名 人 も 人 我 も 人

            
何 し に 劣 る べ き か と 打 向 へ ば 道 に 入 る
          

        


        
          
            〇 一 一 七 　 武 士 は 後 れ に な る こ と を 嫌 へ

            
假 初 に も 臆 病 な 事 を い ふ な
          

        


        
          
            〇 一 一 八 　 何 よ り 一 言 が 大 事

            
か ね て の 物 言 で 人 の 心 が 知 ら れ る
          

        


        
          
            〇 一 一 九 　 内 外 膝 を 崩 さ ず

            
物 言 は ね ば な ら ぬ 事 は 十 言 を 一 言 で 濟 ま す
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 二 〇 　 何 ぞ 人 が 人 に 劣 る べ き や

            
病 死 も 二 三 日 は こ た へ る
          

        


        
          
            〇 一 二 一 　 分 別 も 久 し く す れ ば ね ま る

            
武 士 は 七 息 に 分 別 せ よ
          

        


        
          
            〇 一 二 二 　 何 の 能 が あ つ て も 人 の 好 か ぬ 者 は 役 に 立 た ぬ

            
人 に 好 か れ よ
          

        


        
          
            〇 一 二 三 　 諸 人 と 懇 意 に す る は 諫 言 の 階

            
我 が 爲 に す る の は 追 従
          

        


        
          
            〇 一 二 四 　 善 き 被 官 を 仕 立 つ る が 忠 節

            
人 を 以 て 御 用 に 立 つ る は 本 望
          

        


        
          
            〇 一 二 五 　 一 家 一 族 の 不 仲 は 欲 心 か ら

            
主 従 仲 悪 し き 事 の な い が 證 據
          

        


        
          
            〇 一 二 六 　 若 い 内 の 立 身 は 効 が な い

            
五 十 位 か ら し あ げ た が よ い
          

        


        
          
            〇 一 二 七 　 七 度 浪 人 せ ね ば 誠 の 奉 公 人 で は な い

            
人 は 起 上 り 人 形 の 様 に
          

        


        
          
            〇 一 二 八 　 蝮 蛇 は 七 度 焼 い て も 本 體 に 返 る

            
我 は 七 生 迄 も 御 家 の 士 に
          

        


        
          
            〇 一 二 九 　 志 あ る 侍 は 諸 朋 輩 と 懇 意 に す る

            
そ れ は 自 然 の 時 一 働 き す る 爲
          

        


        
          
            〇 一 三 〇 　 部 下 に は 平 生 に も 言 葉 を よ く し て 勵 ま せ

            
兎 角 一 言 が 大 事
          

        


        
          
            〇 一 三 一 　 一 飯 を 分 け て 下 人 に 食 は す れ ば 人 は 持 た る ゝ も の
          

        


        
          
            〇 一 三 二 　 曲 者 は 頼 も し き も の

            
人 の 落 目 や 難 儀 の 時

            
頼 も し す る の が 曲 者
          

        


        
          
            〇 一 三 三 　 歸 参 者 の 心 構 へ

            
見 ず 言 は ず 動 か ず の 心 据 わ り が 肝 要
          

        


        
          
            〇 一 三 四 　 諷 刺 は 災 い の 基

            
口 を 嗜 む 者 は 用 ひ ら れ 刑 戮 を も 免 か る
          

        


        
          
            〇 一 三 五 　 神 文 に は 深 き 秘 事 が あ る
          

        


        
          
            〇 一 三 六 　 中 野 數 馬

            
七 度 家 臣 の 助 命 を 諫 言 し て 終 に 聞 入 ら る ゝ
          

        


        
          
            〇 一 三 七 　 我 が 上 を 人 に い は せ て 意 見 を 聞 く の は 人 に 超 越 す る 所 以
          

        


        
          
            〇 一 三 八 　 純 一 無 雜

            
ま じ り 物 が あ つ て は 道 で な い

            
奉 公 武 邊 一 片 に な れ
          

        


        
          
            〇 一 三 九 　 物 が 二 つ に な る の が 悪 い

            
武 士 道 一 つ で 他 に 求 む る な
          

        


        
          
            〇 一 四 〇 　 歌 の 讀 方 は 續 け か ら テ ニ ハ が 大 事

            
不 斷 の 物 言 に 氣 を 附 け よ
          

        


        
          
            〇 一 四 一 　

            
こ の 一 言 が 心 の 花

            
當 座 の 一 言 で 武 勇 顯 る

            
治 世 の 勇 も 詞
          

        


        
          
            〇 一 四 二 　 假 に も 弱 氣 は い は ぬ と 覺 悟 せ よ

            
假 初 事 に も 心 の 奥 が 見 え る
          

        


        
          
            〇 一 四 三 　 何 事 も 成 ら ぬ 事 は な い

            
一 念 起 こ る と 天 地 を も 思 ひ ほ が す
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 四 四 　

            
禮 に 腰 折 れ ず 恐 惶 に 筆 つ ひ え ず

            
別 隔 て な く 禮 々 し き が よ い
          

        


        
          
            〇 一 四 五 　

            
内 は 犬 の 皮

            
外 は 虎 の 皮

            
士 は 外 目 を 嗜 み 内 に 始 末 せ よ
          

        


        
          
            〇 一 四 六 　 藝 能 は 上 手 な 人 は 只 一 偏 に 貧 著 す る 爲 で 何 の 役 に も 立 た ぬ
          

        


        
          
            〇 一 四 七 　 人 に 意 見 を 頼 み

            
我 が 非 を 知 つ て 道 を 探 促 す る 者 は 御 國 の 寶
          

        


        
          
            〇 一 四 八 　 四 十 よ り 内 は 強 く

            
五 十 に な る 頃 か ら お と な し い の が よ い
          

        


        
          
            〇 一 四 九 　 取 合 ひ 話 は 夫 れ 相 應 が よ い

            
善 い 事 も 不 相 應 な 話 は 興 が 無 い
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            　 　 目め 次つぎ 　 ｜ 　 聞きき 書がき 第だい 一いち
          

        


        
          
            〇 〇 〇 一 　 武 士 道 の 大 意 を 言 下 に 答 へ 得 る 人 は 少 な い

            
油あぶら 断だん 千せん 萬まん の 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 〇 二 　 道 は 死 ぬ 事

            
毎まい 朝ちょう 毎ごと 夕ゆう 常つね 住じゅう 死し 身み に な れ

            
家いえ 職しょく を 仕し 果はて す
          

        


        
          
            〇 〇 〇 三 　 不 調 法 で も

            
只ただ 管かん 主しゅ 人じん を 歎たん く 志しりんぐ さ へ あ れ ば 御ご 賴 み 切せつ り の 被ひ 官かん
          

        


        
          
            〇 〇 〇 四 　 胸 に 四 誓 願 を 押 立 て

            
私わたくし を 除じょ い て 工こう 夫おっと す れ ば 外そと れ は な い
          

        


        
          
            〇 〇 〇 五 　 我 が 智 慧 計 り で は 失 敗 す る

            
叶かのう わ ぬ 時とき は 智さとし 慧とし あ る 人じん に 談かたり 合あわ せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 〇 六 　 古 人 の 金 言 仕 業 を 覺 ゆ る も 我 を 立 て ぬ 爲

            
よ く 人じん に 談かたり 合あわ せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 〇 七 　 相 良 求 馬 は 御 主 人 と 一 味 同 心 に 勤 め た る 者

            
一いち 人にん 當とう 千せん の 士し
          

        


        
          
            〇 〇 〇 八 　 石 田 一 鼎 の 慧 眼

            
相あい 良りょう 求もとむ 馬ば 外がい 何なん 某ぼう の 末すえ 路じ を 言いふ い 當とう つ
          

        


        
          
            〇 〇 〇 九 　 一 人 當 千 と な る に は 善 悪 共 に 主 人 と 一 味 同 心 す る 事
          

        


        
          
            〇 〇 一 〇 　 道 具 仕 舞 物 の 取 合 ひ は 見 苦 し

            
鼻はな の 先さき 許もと り の 奉たてまつる 公おおやけ
          

        


        
          
            〇 〇 一 一 　 山 崎 蔵 人 は 一 生 仕 舞 物 を 取 ら ず

            
こ れ が 奉たてまつる 公こう 人じん の 嗜
          

        


        
          
            〇 〇 一 二 　 我 が 身 を 擲 ち さ へ す れ ば す む

            
今いま は す く た れ 腰こし 抜ぬけ 慾よく 深しん ば か り
          

        


        
          
            〇 〇 一 三 　 御 返 進 物 火 中 物 等 の 整 理

            
並なみ び に 指ゆび 南みなみ 一いち 通つう 口くち 達たち の 條じょう 々
          

        


        
          
            〇 〇 一 四 　 人 に 意 見 を し

            
諸しょ 人ひと 一いち 味み 同どう 心しん に 主しゅ 君くん の 御ご 用よう に 立たて つ が 大だい 慈じ 悲ひ
          

        


        
          
            〇 〇 一 五 　 浪 人 し て も 上 を 怨 む な

            
我われ が 非ひ を 知ち ら ね ば 歸かえ 參 出で 來きたり ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 一 六 　 山 本 常 朝 若 年 の 頃

            
澤さわ 邊ぺん 平たいら 左ひだり 衛まもる 門もん を 介すけ 錯さく し て 褒 め ら る
          

        


        
          
            〇 〇 一 七 　 人 中 で 欠 伸 や く さ め を す る の は 不 嗜

            
出で た ら 知ち れ ぬ 様よう に せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 一 八 　 客 に 行 か ば よ き 客 振 り

            
飽あき か れ も ぜ ず 早はや く も 歸かえ ら ぬ よ う に
          

        


        
          
            〇 〇 一 九 　 四 誓 願 の 琢 き 上 げ

            
武ぶ 士し 道どう

            
忠ただし

            
孝こう

            
人ひと の 爲ため の 本ほん 義ぎ を 會かい 得とく せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 二 〇 　 そ の 人 の 恥 に な ら ぬ 様 に

            
そ の 場ば を よ き 様よう に す る の が 侍さむらい の 仕し 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 二 一 　 前 方 に 極 め 置 く が 覺 く の 士

            
穿ほじ 鑿のみ せ ぬ は 不ふ 覺さとる の 士し
          

        


        
          
            〇 〇 二 二 　 近 年 は 浪 人 切 腹 の 跡 も 行 捨 て た り

            
國くに 學がく も 忘わすれ れ ら れ 勝かち ち
          

        


        
          
            〇 〇 二 三 　 酒 は 公 界 物

            
打うち 上うえ が り 綺き 麗うらら に し て こ そ 酒さけ

            
酒さけ に 人ひと の 心こころ も 見み え る
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 二 四 　 少 々 は 見 の が し 聞 き の が し あ る 故 に 下 々 は 安 穩 で あ る
          

        


        
          
            〇 〇 二 五 　 心 安 い 人 も 慇 懃 に 取 合 ふ が 侍 の 作 法

            
恥はじ じ し む る は 作さく 法ほう で な い
          

        


        
          
            〇 〇 二 六 　 損 さ へ す れ ば 相 手 は な い

            
堪たへ 忍しのぶ し て も ひ け に は な ら ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 二 七 　 石 井 又 右 衛 門 の 器 量

            
馬うま 鹿しか に な つ て も 本ほん 心しん を 違い へ ず
          

        


        
          
            〇 〇 二 八 　 當 番 御 目 付 山 本 五 郎 左 衛 門 抜 刀 し て 火 事 場 の 門 を 開 け さ す
          

        


        
          
            〇 〇 二 九 　 事 に あ ぐ ま ぬ が 武 士

            
字じ は 紙かみ 一いち ぱ い に 一いち 字じ

            
書しょ き 破は る と 思おもえ う て 書しょ け
          

        


        
          
            〇 〇 三 〇 　 若 殿 様 の 草 紙 讀 み

            


            
聞きこえ き 手て が す く な く な れ ば 讀 み に く い[image: ]

            

          

        


        
          
            〇 〇 三 一 　 毎 朝 拜 の 仕 様 は 先 づ 主 君 　 親

            
そ れ よ り 氏し 神かみ 守まもる 佛ぶつ と せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 三 二 　 氣 前 を 見 せ 伊 達 す る 心 で な い と

            
時とき 宜よろし に 叶かのう は ぬ 事こと が あ る
          

        


        
          
            〇 〇 三 三 　 金 立 山 の 雨 乞 神 事 浮 立 に 不 吉 の 喧 嘩 で 權 現 の 御 祟 り
          

        


        
          
            〇 〇 三 四 　 微 細 に 事 々 を 知 つ た 上 で 打 任 せ る と 萬 事 能 く 治 る
          

        


        
          
            〇 〇 三 五 　 生 き な が ら 幽 靈 と な つ て 二 六 時 中 主 君 を 守 り 國 家 を 固 め よ
          

        


        
          
            〇 〇 三 六 　 名 醫 松 隈 享 庵 の 眼 療 治

            
男おとこ の 脈みゃく と 女おんな の 脈みゃく と の 取とり 替かえ へ
          

        


        
          
            〇 〇 三 七 　 山 本 常 朝 出 家 後 の 述 懐

            
よ く も ば け 濟 ま し た も の

            

          

        


        
          
            〇 〇 三 八 　 禁 酒 は 酒 癖 が 悪 い か と 思 は れ る

            
二に 三さん 度ど す て ゝ 見み せ る が 良よ い
          

        


        
          
            〇 〇 三 九 　 無 念 即 正 念

            
道みち は 一ひと つ

            
純じゅん 一いち に な る 事こと は 功こう を 積せき ま ね ば 出で 來きたり ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 四 〇 　 今 時 の 利 口 者 は 智 慧 で 紛 ら か す

            
純じゅん な る 者もの は 素そ 直ちょく で あ る
          

        


        
          
            〇 〇 四 一 　 人 は 得 意 な 方 に 老 耄 す る も の

            
老おい 人じん は 他た 出で せ ぬ が よ い
          

        


        
          
            〇 〇 四 二 　 ま ぼ ろ し の 世 の 中

            
世よ 界かい は 皆みな か ら く り 人じん 形けい で あ る
          

        


        
          
            〇 〇 四 三 　 不 分 際 の 諫 言 は 却 つ て 不 忠

            
其それ の 人ひと の 思おもえ 附つき に し て 言げん は せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 四 四 　 碁 に も 脇 目 八 目

            
道みち に 達とおる す る に は 念ねん 々 知ち 非ひ

            
人ひと に 談だん 合あわせ す る 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 四 五 　 劍 道 修 行 に 果 て は な い

            
昨さく 日にち よ り は 今いま 日ひ と 一いち 生せい 日にち 々 仕し 上じょう ぐ る 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 四 六 　 直 茂 公 壁 書

            
大おお 事こと の 思おもえ 案あん は 輕 く

            
と は 平だいら 素すっ 思おもえ 案あん を 定さだめ め 置おけ く 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 四 七 　 道 と は 我 が 非 を 知 る 事

            
念ねん 々 に 非ひ を 知し つ て 一いち 生せい 打だ 置おけ か ざ る 事こと
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 四 八 　 曲 者 志 田 吉 之 助 の 戯 れ

            


            
生なま き た ま が し

            
を 聞きこえ き 誤あやまり る な
          

        


        
          
            〇 〇 四 九 　 上 方 言 葉 は 無 興 千 萬

            
御お 國くに で は 田た 舎しゃ 風ふう の 初はつ 心こころ が 重おも 寶だから
          

        


        
          
            〇 〇 五 〇 　 誤 あ る 者 を 捨 て る な

            
誤ご の 一いち 度ど も な い 者もの は 却しりぞけ つ て 危あやうき い
          

        


        
          
            〇 〇 五 一 　 中 野 數 馬

            
科とが 人じん 詮せん 議ぎ の 時とき 相あい 當とう の 罪つみ 科か よ り 一いち 段だん づ ゝ 輕 く 申もうし し 出で づ
          

        


        
          
            〇 〇 五 二 　 主 君 の 御 誤 を 直 す が 大 忠 節

            
若わか 年ねん の 時とき の 御お 守かみ が 大おお 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 五 三 　 柳 生 流 の 抜 出 し を 見 習 ふ に 及 ば ぬ

            
鍋なべ 島とう の 刀かたな は 落おち 差さ
          

        


        
          
            〇 〇 五 四 　 鍋 島 光 茂

            
綱つな 茂しげる 父ちち 子こ 元もと 旦たん の 御お 目め 見み に

            
小しょう 姓せい 不ふ 覺さとる の 一いち 言ごん
          

        


        
          
            〇 〇 五 五 　 打 返 し は 踏 懸 け て 切 殺 さ る ゝ 迄

            
赤あか 穂ほ 義ぎ 士し の 敵てき 討うち ち は 延のべ び 延のべ び
          

        


        
          
            〇 〇 五 六 　 逼 迫 に さ へ あ れ ば 疵 は 附 か ぬ

            
富ふ 貴たか に な り た が る が 心こころ が 疵きず
          

        


        
          
            〇 〇 五 七 　 人 前 で 高 言 を 吐 く な

            


            
侍さむらい た る 者もの は 先さき づ 禮れい 儀ぎ 正せい し き こ そ 美び し き け れ

            

          

        


        
          
            〇 〇 五 八 　 忠 孝 に 背 き た る 者 は 置 所 な し

            
親おや の 氣き に 入いり る 様よう に と 氏し 神かみ に 祈いのり れ
          

        


        
          
            〇 〇 五 九 　 一 家 を 立 つ る な

            
常つね に 我われ が 非ひ を 知し つ て 修おさむ 行いき す る 所しょ に 道みち は あ る
          

        


        
          
            〇 〇 六 〇 　 山 本 神 右 衛 門 の 敎 訓

            
一ひと 方かた 見み れ ば 八はち 方ほう 見み る

            
其その 他た の 條じょう 々
          

        


        
          
            〇 〇 六 一 　 活 き た 面 は 正 念 の と き

            
萬よろず 事こと を な す 内ない に 胸むね に 一ひと つ 出で 來きたり る 物もの が あ る
          

        


        
          
            〇 〇 六 二 　 寄 親 組 子 は 親 子 同 然

            
寄より 親おや を 離り れ て は 出で 世せい も 思おもえ は ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 六 三 　 武 士 の 身 嗜 は 伊 達 や 風 流 の 爲 で な く

            
常つね 住じゅう 討うち 死し の 覺さとる 悟さとる か ら
          

        


        
          
            〇 〇 六 四 　 石 田 一 鼎 の 教 訓

            
人ひと の よ き 事こと 計けい り を 選えらん び 立たて て ゝ 手て 本ほん に せ よ

            

          

        


        
          
            〇 〇 六 五 　 大 事 の 手 紙 書 附 は 途 中 も 手 に 握 つ て 行 き

            
直じか ぐ に 渡わたり せ
          

        


        
          
            〇 〇 六 六 　 二 六 時 中 主 君 の 午 前 に 居 る と 思 へ

            
休きゅう 息いき の 間ま も う か う か す る な
          

        


        
          
            〇 〇 六 七 　 堪 忍 が 第 一

            
但ただし し こ ゞ ぞ と 思おもえ ふ 時じ は 手て 早はや く た る み な き 様よう に
          

        


        
          
            〇 〇 六 八 　 酒 は 先 づ 我 が 分 量 を 覺 え 飲 過 ぎ ぬ 様 に

            
酒さけ 座ざ で は 氣き を 抜ぬけ か す な
          

        


        
          
            〇 〇 六 九 　 身 の 分 際 に 過 ぎ た 事 を す る 者 は

            
遂すい に は 逃にげ 亡なき も す る[image: ]

            

          

        


        
          
            〇 〇 七 〇 　 骨 を 折 つ て 藝 者 に な る の は 惜 し い

            
多た 能のう な る 者もの は 下した 劣おと に 見み え る
          

        


        
          
            〇 〇 七 一 　 役 を 仰 付 け ら れ て も 慢 心 す る な

            
浮うき 氣き で ゐ る と 仕し 損そん じ が あ る
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 七 二 　 學 問 に は 過 失 が 出 來 る

            
一いち 行ぎょう ひ を 見み て も 我われ が 非ひ を 知し る 爲ため に せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 七 三 　 武 士 は 何 時 も 勇 み 進 み て 物 に 勝 ち 浮 ぶ 心 が な い と 用 に 立 た ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 七 四 　 隠 岐 國 よ り 還 幸 の 時

            
後あと 醍 醐 天てん 皇こう の 勅みことのり 諚さだめ と 楠くすのき 木き 正せい 成せい の 奉たてまつる 答こたえ
          

        


        
          
            〇 〇 七 五 　 駈 落 者 追 手 氣 轉 の 挨 拶

            
朋ともお 輩はい を 待まて ち 兼けん ね 麁 相しょう 仕し り 候こう

            

          

        


        
          
            〇 〇 七 六 　 大 詮 議 の 時 頭 取 を 討 果 す べ き 覺 悟 で

            
其それ の 理り 由よし を 表ひょう 明めい す
          

        


        
          
            〇 〇 七 七 　 役 所 な ど で は 取 込 み の 時 ほ ど 静 か に す る の が 侍 の 作 法
          

        


        
          
            〇 〇 七 八 　 貰 ひ 物 も 度 重 な れ ば 無 心 に な る

            
人ひと に 用よう を い は ぬ が よ い
          

        


        
          
            〇 〇 七 九 　 俄 雨 も 初 か ら 思 ひ は ま つ て 濡 れ る 心 に 苦 し み が な い
          

        


        
          
            〇 〇 八 〇 　 萬 づ の 藝 能 も 武 道 奉 公 の 爲 に す れ ば 用 に 立 つ

            
藝げい 好こう き に な る な
          

        


        
          
            〇 〇 八 一 　 内 で 廣 言 を 吐 き な が ら 事 に 臨 ん で 違 背 す る 者 が 多 い
          

        


        
          
            〇 〇 八 二 　 弟 子 を 取 り た け れ ば 毎 日 竹 刀 を 手 馴 ら す 事 一 事 三 昧
          

        


        
          
            〇 〇 八 三 　 武 士 は 平 生 に も 人 に 乗 越 え た る 心 で な く て は な ら ぬ
          

        


        
          
            〇 〇 八 四 　 取 手 は 下 に な る と 負 け る は じ め に 勝 つ が 始 終 の 勝 ち
          

        


        
          
            〇 〇 八 五 　 子 の 育 て 様

            
幼おさな な 子こ は だ ま さ ず 怖こわ 氣き 附ふ か せ ず 強きょう く 叱しか ら ず に
          

        


        
          
            〇 〇 八 六 　 人 に 會 は ゞ 片 時 も 氣 の 脱 け ぬ 様 に

            
平ひょう 生せい の 覺さとる 悟さとる が 大おお 事こと
          

        


        
          
            〇 〇 八 七 　 無 實 の 切 腹 仰 付 け ら れ て も

            
一いち 人にん 勇ゆう み 進しん む こ そ 御ご 譜ふ 代だい の 家いえ 來きたり
          

        


        
          
            〇 〇 八 八 　 藝 あ る 者 は 鍋 島 侍 で は な い

            
藝げい 能のう の 害がい を 知ち れ ば 諸しょ 藝げい も 用よう に 立たて つ
          

        


        
          
            〇 〇 八 九 　 風 體 は 鏡 を 見 て 直 せ

            
口くち 上じょう の 稽けい 古いにしえ は 家いえ 庭にわ の 物もの 言げん

            
手て 紙かみ は 案あん 文ぶん
          

        


        
          
            〇 〇 九 〇 　 過 つ て 改 む る に 憚 る な か れ

            
猶なお 豫よ な く 改あらため む れ ば 誤ご 忽こつ ち 滅 す
          

        


        
          
            〇 〇 九 一 　 手 跡 も 堅 く な ら ぬ や う に

            
此これ の 上うえ に 格かく を 離り れ た 姿すがた が あ る
          

        


        
          
            〇 〇 九 二 　 奉 公 人 の 打 留 は 浪 人 か 切 腹 に 極 り た る と 覺 悟 せ よ
          

        


        
          
            〇 〇 九 三 　 役 儀 を 危 ぶ む 者 は す く た れ

            
身み に 備そなえ え れ ば 仕し 損そん ず る 事こと も あ る
          

        


        
          
            〇 〇 九 四 　 人 の 病 気 や 難 儀 の 時 大 方 に す る 者 は 腰 抜

            
不ふ 仕まなぶ 合あい せ に は 一いち 層そう 親おや 切せつ に
          

        


        
          
            〇 〇 九 五 　 盛 衰 は 天 然 の 事

            
善ぜん 悪あく は 人ひと の 道みち

            
さ れ ど 教きょう 訓くん は 此これ の 外そと
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 〇 九 六 　 山 本 前 神 右 衛 門

            
不ふ 行ぎょう 跡あと の 召めし 使つかい を も 歳とし 暮くれ ま で 暇ひま を 出で さ ず に 使し ふ
          

        


        
          
            〇 〇 九 七 　 鍋 島 次 郎 右 衛 門 切 腹 に 四 段 の 意 見

            
先さき ず 外そと 聞ぎき が 第だい 一いち
          

        


        
          
            〇 〇 九 八 　 侍 の 一 言 金 鐵 よ り も 堅 い

            
と 諸しょ 岡おか 彦ひこ 右みぎ 衛まもる 門もん

            
主しゅ 君くん に 神 文ぶん を 拒ことわ む
          

        


        
          
            〇 〇 九 九 　 中 野 將 監 切 腹 介 錯 の 時

            
御お 目め 付つき 石いし 井い 三さん 郎ろう 太ふと 夫おっと 見み 事こと の 仕まなぶ 儀ぎ
          

        


        
          
            〇 一 〇 〇 　 山 村 造 酒 切 腹 一 通 り の 事

            
預あずか り 物もの 御お 改あらため 　 番ばん 付つき 其その の 外そと
          

        


        
          
            〇 一 〇 一 　 お 抱 者 に は 心 得 が 要 る

            
御ご 譜ふ 代だい の 者もの は 主しゅ 君くん の 御お 爲ため を 思おもえ ふ
          

        


        
          
            〇 一 〇 二 　 何 事 に も 願 ひ さ へ す れ ば 願 ひ 出 す も の

            
松まつ 茸たけ も 檜ひのき も 願がん 力りょく
          

        


        
          
            〇 一 〇 三 　 人 相 を 見 る は 大 將 の 専 要

            
正せい 成せい 湊みなと 川がわ 一いち 巻かん の 書しょ は 眼め ば か り
          

        


        
          
            〇 一 〇 四 　 物 に 迷 ふ な

            
天てん 變へん 地ち 異い に 迷めい ふ 心しん か ら 自じ 然ぜん 悪あく 事こと も 出で 來きたり て 來きたり る
          

        


        
          
            〇 一 〇 五 　 張 良 と 黄 石 公

            
源みなもとの 義よし 經ぎょう の 故こ 事こと も 兵へい 法ほう 一いち 流りゅう を 創つく め る た め
          

        


        
          
            〇 一 〇 六 　 御 仕 組 二 番 立 に は 不 承 服

            
そ れ が 不ふ 届とどけ な ら 切きれ 腹はら も 幸さち
          

        


        
          
            〇 一 〇 七 　 山 本 常 朝

            
利り 發ぱつ の 顔かお 附ふ を 直ちょく す 爲ため 一いち 年ねん 間あいだ 引ひき 籠ごもり り

            
常つね に 鏡かがみ を 見み て 直ちょく す
          

        


        
          
            〇 一 〇 八 　 火 急 の 場 合 に 分 別 の 仕 様 は 四 請 願 に 押 當 て ゝ 見 る こ と
          

        


        
          
            〇 一 〇 九 　 目 付 役 は 上 に 目 を 付 け よ

            
下した 々 の 悪わる 事こと 摘つみ 發ぱつ は 却しりぞけ つ て 害がい に な る
          

        


        
          
            〇 一 一 〇 　 諌 言 は 外 に 知 れ ぬ 様 に

            
主しゅ 人じん の 非ひ を 顯あきら す 諫いさめ 言げん は わ る い
          

        


        
          
            〇 一 一 一 　 勘 定 者 は す く た る ゝ も の

            
死し ぬ 事こと を 好よしみ か ぬ 故ゆえ す く た る ゝ も の
          

        


        
          
            〇 一 一 二 　 追 腹 御 停 止 は 残 念

            
御ご 慈じ 悲ひ 過か ぎ て は 奉たてまつる 公こう 人じん の 爲ため に な ら ぬ
          

        


        
          
            〇 一 一 三 　 武 士 道 は 死 狂 ひ

            
分ぶん 別べつ が 出で 來きたり る と 早はや 後あと れ る

            
忠ただし 孝こう も 此これ の 内うち
          

        


        
          
            〇 一 一 四 　 志 田 吉 之 介 が 言 葉 の 裏

            
残ざん ら ぬ 場ば な ら 生せい き た が が ま し

            

          

        


        
          
            〇 一 一 五 　 大 難 大 變 に 逢 う て 動 轉 せ ぬ は い ま だ し

            
歡 喜き 踊おどり 躍おど し て 勇いさむ み 進すすむ め
          

        


        
          
            〇 一 一 六 　 名 人 も 人 我 も 人

            
何なん し に 劣おと る べ き か と 打うち 向むき へ ば 道みち に 入いり る
          

        


        
          
            〇 一 一 七 　 武 士 は 後 れ に な る こ と を 嫌 へ

            
假かし 初はつ に も 臆ああ 病やまい な 事こと を い ふ な
          

        


        
          
            〇 一 一 八 　 何 よ り 一 言 が 大 事

            
か ね て の 物もの 言げん で 人ひと の 心こころ が 知ち ら れ る
          

        


        
          
            〇 一 一 九 　 内 外 膝 を 崩 さ ず

            
物もの 言こと は ね ば な ら ぬ 事こと は 十じゅう 言ごん を 一いち 言ごん で 濟 ま す
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 二 〇 　 何 ぞ 人 が 人 に 劣 る べ き や

            
病やまい 死し も 二に 三さん 日にち は こ た へ る
          

        


        
          
            〇 一 二 一 　 分 別 も 久 し く す れ ば ね ま る

            
武ぶ 士し は 七なな 息いき に 分ぶん 別べつ せ よ
          

        


        
          
            〇 一 二 二 　 何 の 能 が あ つ て も 人 の 好 か ぬ 者 は 役 に 立 た ぬ

            
人ひと に 好よしみ か れ よ
          

        


        
          
            〇 一 二 三 　 諸 人 と 懇 意 に す る は 諫 言 の 階

            
我われ が 爲ため に す る の は 追つい 従じゅう
          

        


        
          
            〇 一 二 四 　 善 き 被 官 を 仕 立 つ る が 忠 節

            
人ひと を 以もっ て 御ご 用よう に 立たて つ る は 本ほん 望もち
          

        


        
          
            〇 一 二 五 　 一 家 一 族 の 不 仲 は 欲 心 か ら

            
主しゅ 従じゅう 仲なか 悪わる し き 事こと の な い が 證あかし 據よ
          

        


        
          
            〇 一 二 六 　 若 い 内 の 立 身 は 効 が な い

            
五ご 十じゅう 位い か ら し あ げ た が よ い
          

        


        
          
            〇 一 二 七 　 七 度 浪 人 せ ね ば 誠 の 奉 公 人 で は な い

            
人ひと は 起き 上じょう り 人ひと 形がた の 様よう に
          

        


        
          
            〇 一 二 八 　 蝮 蛇 は 七 度 焼 い て も 本 體 に 返 る

            
我われ は 七なな 生せい 迄まで も 御お 家いえ の 士し に
          

        


        
          
            〇 一 二 九 　 志 あ る 侍 は 諸 朋 輩 と 懇 意 に す る

            
そ れ は 自じ 然ぜん の 時とき 一いち 働はたらけ き す る 爲ため
          

        


        
          
            〇 一 三 〇 　 部 下 に は 平 生 に も 言 葉 を よ く し て 勵 ま せ

            
兎うさぎ 角かく 一いち 言ごん が 大おお 事こと
          

        


        
          
            〇 一 三 一 　 一 飯 を 分 け て 下 人 に 食 は す れ ば 人 は 持 た る ゝ も の
          

        


        
          
            〇 一 三 二 　 曲 者 は 頼 も し き も の

            
人ひと の 落おち 目め や 難なん 儀ぎ の 時とき

            
頼らい も し す る の が 曲きょく 者しゃ
          

        


        
          
            〇 一 三 三 　 歸 参 者 の 心 構 へ

            
見み ず 言げん は ず 動どう か ず の 心こころ 据すえ わ り が 肝かん 要よう
          

        


        
          
            〇 一 三 四 　 諷 刺 は 災 い の 基

            
口くち を 嗜 む 者しゃ は 用よう ひ ら れ 刑けい 戮りく を も 免まぬかれ か る
          

        


        
          
            〇 一 三 五 　 神 文 に は 深 き 秘 事 が あ る
          

        


        
          
            〇 一 三 六 　 中 野 數 馬

            
七なな 度ど 家いえ 臣しん の 助じょ 命いのち を 諫いさめ 言こと し て 終おわり に 聞きき 入いり ら る ゝ
          

        


        
          
            〇 一 三 七 　 我 が 上 を 人 に い は せ て 意 見 を 聞 く の は 人 に 超 越 す る 所 以
          

        


        
          
            〇 一 三 八 　 純 一 無 雜

            
ま じ り 物もの が あ つ て は 道みち で な い

            
奉たてまつる 公こう 武たけし 邊ぺん 一いち 片ぺん に な れ
          

        


        
          
            〇 一 三 九 　 物 が 二 つ に な る の が 悪 い

            
武ぶ 士し 道どう 一ひと つ で 他ほか に 求もとめ む る な
          

        


        
          
            〇 一 四 〇 　 歌 の 讀 方 は 續 け か ら テ ニ ハ が 大 事

            
不ふ 斷 の 物もの 言げん に 氣き を 附つけ け よ
          

        


        
          
            〇 一 四 一 　

            
こ の 一いち 言ごん が 心こころ の 花はな

            
當とう 座ざ の 一いち 言ごん で 武たけ 勇いさむ 顯あきら る

            
治ち 世せい の 勇ゆう も 詞し
          

        


        
          
            〇 一 四 二 　 假 に も 弱 氣 は い は ぬ と 覺 悟 せ よ

            
假かし 初はつ 事こと に も 心こころ の 奥おく が 見み え る
          

        


        
          
            〇 一 四 三 　 何 事 も 成 ら ぬ 事 は な い

            
一いち 念ねん 起き こ る と 天てん 地ち を も 思おもえ ひ ほ が す
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 四 四 　

            
禮れい に 腰こし 折おり れ ず 恐おそれ 惶 に 筆ふで つ ひ え ず

            
別べつ 隔へだて て な く 禮れい 々 し き が よ い
          

        


        
          
            〇 一 四 五 　

            
内うち は 犬いぬ の 皮かわ

            
外そと は 虎とら の 皮かわ

            
士し は 外そと 目め を 嗜 み 内ない に 始し 末まつ せ よ
          

        


        
          
            〇 一 四 六 　 藝 能 は 上 手 な 人 は 只 一 偏 に 貧 著 す る 爲 で 何 の 役 に も 立 た ぬ
          

        


        
          
            〇 一 四 七 　 人 に 意 見 を 頼 み

            
我われ が 非ひ を 知し つ て 道みち を 探さぐ 促そく す る 者もの は 御お 國くに の 寶だから
          

        


        
          
            〇 一 四 八 　 四 十 よ り 内 は 強 く

            
五ご 十じゅう に な る 頃ころ か ら お と な し い の が よ い
          

        


        
          
            〇 一 四 九 　 取 合 ひ 話 は 夫 れ 相 應 が よ い

            
善ぜん い 事こと も 不ふ 相あい 應こたへ な 話はなし は 興きょう が 無む い
          

        


        
          
            〇 一 五 〇 　 御 前 近 き 忠 義 の 出 頭 人 に は 親 し く せ よ

            
何なん 事こと も 皆みな 主ぬし 人じん の 御お 爲ため
          

        


        
          
            〇 一 五 一 　 人 の 意 見 は 深 く 請 入 れ

            
云いふ ひ や す い 様さま に し て 意い 見み さ せ よ
          

        


        
          
            〇 一 五 二 　 諫 言 の 意 見 の 仕 様 は 和 の 道

            
熟つくづく 談だん で な け れ ば 用よう に 立たて た ぬ
          

        


        
          
            〇 一 五 三 　 教 訓 に 従 ふ 人 は 稀

            
道みち を 知し つ た 人ひと に は 馴なれ れ 近きん づ い て 教きょう 訓くん を 受じゅ け よ
          

        


        
          
            〇 一 五 四 　 名 利 薄 き 士 は 多 分 似 面 非 者

            
高こう 慢まん し て 今いま 日ひ の 用よう に は た た ぬ
          

        


        
          
            〇 一 五 五 　 大 器 は 晩 成

            
奉たてまつる 公おおやけ も 急きゅう ぐ 心しん が あ る と 輕 薄うす に な つ て 後あと 指ゆび さ ゝ れ る
          

        


        
          
            〇 一 五 六 　 役 を 手 に 入 れ

            
毎まい 日にち 主しゅ 君くん の 御お 前まえ と 思おもえ う て 大おお 切きれ に 勤づとめ め よ
          

        


        
          
            〇 一 五 七 　 氣 に 食 わ ぬ と て 役 を 斷 る は 逆 心 同 然

            
理り 非ひ に 構かまえ は ず 畏かしこ ま る べ し[image: ]

            

          

        


        
          
            〇 一 五 八 　 楠 正 成 兵 庫 記 に 曰 く

            
謀はかりごと 略りゃく に も 降こう 參 は せ ぬ も の

            

          

        


        
          
            〇 一 五 九 　 奉 公 人 は 唯 奉 公 に 好 き た る が よ し

            
心こころ な ら ず 仕し 損そん ず る は 戰いくさ 死し 同どう 然ぜん
          

        


        
          
            〇 一 六 〇 　 役 儀 を 見 立 て 好 み し て 我 が 爲 に 勤 む る 者 は 滅 亡 す る
          

        


        
          
            〇 一 六 一 　 常 に 武 勇 の 人 に 乗 越 え ん と 心 掛 け

            
何なん 某ぼう に 劣おと る ま じ と 思おもえ へ
          

        


        
          
            〇 一 六 二 　 戰 場 で は 人 に 先 を 越 さ せ る な

            
死し 骸むくろ は 敵てき に 向むけ く や う に
          

        


        
          
            〇 一 六 三 　 諸 人 一 和

            
自じ 然ぜん の 時とき の 事こと を 思おもえ ひ 出で 會かい ふ 度ど 毎ごと に よ く 會かい 釋しゃく せ よ
          

        


        
          
            〇 一 六 四 　 人 よ り 一 段 立 上 り て 見 よ

            
志こころざし 深ふか き 者しゃ は 欺 さ る ゝ が 嬉 し き も の
          

        


        
          
            〇 一 六 五 　 利 發 で 萬 事 を 押 附 け る

            
根ね 本ほん を 見み 届とどけ け る 力りょく の 人ひと が な い
          

        


        
          
            〇 一 六 六 　 爲 に な る 話 を 聞 く 人 が な い

            
一いち ぱ い に 話はなし す と 囘かい さ れ る
          

        


        
          
            〇 一 六 七 　 老 耄 は 得 方 に す る も の

            
山やま 本ほん 常つね 朝あさ 殿どの 様さま 十じゅう 三さん 年ねん 忌き 限げん り に 禁きん 足あし
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 六 八 　 新 義 に は 悪 事 が 出 來 る

            
巧うま 者もの の 衆しゅう は 悪わる 事こと の 基もと
          

        


        
          
            〇 一 六 九 　 枝 葉 の 事 が 結 句 大 事

            
少わか し の 事こと に も 振ふるひ り の 善ぜん 悪あく が あ る
          

        


        
          
            〇 一 七 〇 　 四 十 に し て 惑 は ず と は 孔 子 ば か り で な い

            
賢けん 愚ぐ 共とも に 功こう が 入いり る
          

        


        
          
            〇 一 七 一 　 敵 を 討 取 つ た よ り も

            
主しゅ 君くん の 爲ため に 死し ん だ が 手て 柄がら

            
佐すけ 藤ふじ 繼つぎ 信しん が 手て 本ほん
          

        


        
          
            〇 一 七 二 　 一 日 の 事 を 案 じ て 見 れ ば 云 ひ 損 ひ 仕 損 ひ の 無 い 日 は 無 い
          

        


        
          
            〇 一 七 三 　 書 物 を 讀 む に は 腹 で 讀 む が よ い

            
音おと 讀 す る と 聲ごえ が 續しょく か ぬ
          

        


        
          
            〇 一 七 四 　 順 境 に は 自 慢 と 奢 り が 危 險

            
よ き 時とき に 進しん む 者しゃ は 悪わる し き 時とき 草くさ 臥ね れ る
          

        


        
          
            〇 一 七 五 　 忠 臣 は 孝 子 の 門 に 尋 ね よ

            
孝こう 行こう に 精 出で す 人ひと は 稀まれ で あ る
          

        


        
          
            〇 一 七 六 　 物 を 書 く に も 紙 と 筆 と 思 ひ 合 ふ 様 に

            
は な れ ば な れ に な る な
          

        


        
          
            〇 一 七 七 　 殿 様 の 文 庫 か ら 書 物 を 出 す 時 に

            
蓋ふた を 明めい け る と 丁てい 子し の 香こう
          

        


        
          
            〇 一 七 八 　 君 父 の 御 爲 又 諸 人 子 孫 の 爲 に す る が 大 慈 悲

            
慈じ 悲ひ は 智ち 勇ゆう の 本ほん
          

        


        
          
            〇 一 七 九 　 奉 公 人 の 利 發 な の は の だ ゝ ぬ

            
け れ ど も ふ う け よ り は ま し
          

        


        
          
            〇 一 八 〇 　 衆 道 の 情 も 一 生 一 人

            
武ぶ 人じん は 二に 道どう せ ず に 武ぶ 道どう に 勵はげまし め
          

        


        
          
            〇 一 八 一 　 衆 道 の 心 得 は

            
好こう い て 好よしみ か ぬ も の[image: ]

            


            
命いのち は 主しゅ 君くん に 奉たてまつる る も の
          

        


        
          
            〇 一 八 二 　 御 小 姓 中 島 山 三

            
百ひゃく 式しき 次じ 郎ろう 兵へい 衛まもる 方かた に 駆か 込ごみ み 心こころ 底そこ を 見み て 契ちぎ る
          

        


        
          
            〇 一 八 三 　 石 田 一 鼎 曰 く

            


            
善ぜん き 事こと と は 一いち 口くち に い へ ば 苦く 痛つう を こ ら ふ る 事こと

            

          

        


        
          
            〇 一 八 四 　 大 人 は 詞 す く な き も の

            
日にち 門もん 様さま 返かえし 言げん は 只ただ

            
丹たん 後ご 守かみ へ よ き 様よう に

            

          

        


        
          
            〇 一 八 五 　 四 十 迄 は 強 み が 第 一

            
過か ぎ て も 強きょう み な け れ ば 響ひびき き が な い
          

        


        
          
            〇 一 八 六 　 中 野 數 馬

            
組ぐみ 衆しゅう 病びょう 氣き の 時とき は 御お 城しろ よ り の 歸かえ 途と 毎ごと 日ひ こ れ を 見み 舞まい ふ
          

        


        
          
            〇 一 八 七 　 旅 先 か ら 細 々 と 手 紙

            
こ の 心こころ 入にゅう れ が 人ひと よ り 上うえ の 所ところ
          

        


        
          
            〇 一 八 八 　 武 士 の 意 地 は 過 ぐ る 程 に

            
仕し 過か す と 思おもえ へ ば 迦か れ が な い
          

        


        
          
            〇 一 八 九 　 時 機 を 逸 す る と だ る み が 出 來 る

            
武たけ 道みち は 率りつ 忽こつ に 無む 二に 無む 三さん に
          

        


        
          
            〇 一 九 〇 　 十 三 か ら 六 十 ま で は 出 陣

            
そ れ 故こ 古こ 人ひと は 年とし を 隠いん し た[image: ]

            

          

        


        
          
            〇 一 九 一 　 側 近 者 の 様 子 で 主 君 が 知 れ る

            
諫いさめ 言げん は 即そく 時とき

            
落おち 魄はく 者しゃ を 憐れん め
          

        

      

    

  


  
    
      
        
          
            〇 一 九 二 　 清 廉 も 眞 の 志 か ら せ ね ば 初 心 に 見 え る

            
踏 張ばり れ ば 名な を 取と る
          

        


        
          
            〇 一 九 三 　 大 事 に は 身 を 捨 て ゝ 懸 れ

            
よ く 仕まなぶ よ う と 思おもえ へ ば 仕し 損そん ず る
          

        


        
          
            〇 一 九 四 　 殿 様 を 大 拙 に 思 ふ 事 は

            
我われ に 續しょく く も の は あ る ま い
          

        


        
          
            〇 一 九 五 　 奉 公 は 好 き 過 ぎ て 過 有 る が 本 望

            
忠ただし の 義ぎ の と 理り 窟くつ は 入いり ら ぬ
          

        


        
          
            〇 一 九 六 　 先 祖 の 善 悪 は 子 孫 の 請 取 人 次 第

            
悪わる 事こと を も 善ぜん く な す が 孝こう 行こう
          

        


        
          
            〇 一 九 七 　 縁 組 に 金 銀 沙 汰 は 浅 ま し い

            
理り を 附つけ け て は 道みち は 立たて た ぬ
          

        


        
          
            〇 一 九 八 　 科 人 は 不 憫 な 者

            
亡なき き 後あと に は 少わか し な り と も よ き 様よう に 云いふ ひ な せ
          

        


        
          
            〇 一 九 九 　 御 用 に 立 ち 度 い と い ふ 眞 實 さ へ 強 け れ ば 不 調 法 者 程 が よ い
          

        


        
          
            〇 二 〇 〇 　 仕 合 せ よ き 時 の 用 心 は 自 慢 と 奢 り

            
常つね 一いち 倍ばい に 用よう 心しん せ よ
          

        


        
          
            〇 二 〇 一 　 兼 々 寄 親 に 入 魂 せ よ

            
身み 體てい 一ひと つ で 駈か 出で し さ へ す れ ば 濟 む
          

        


        
          
            〇 二 〇 二 　 知 れ ぬ 事 は 知 れ ぬ ま ゝ に

            
た や す く 知ち れ る の は 浅あさ い 事こと
          

        

      

    

  


  
    
      
        

      

    

  

